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業績予想の修正及び繰延税金資産の取り崩しに関するお知らせ 

 

 
  最近の業績動向等を踏まえ、平成 20 年 11 月 18 日付け「平成 20 年 9 月期決算短信」

にて公表いたしました平成 21 年 9 月期第 2 四半期累計期間（平成 20 年 10 月 1 日～平

成 21 年 3 月 31 日）及び通期（平成 20 年 10 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）業績予想

を下記のとおり修正しましたのでお知らせします。 
 

記 
 

１．平成 21 年 9 月期 第 2 四半期累計期間業績予想の修正 
（平成 20 年 10 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

(1) 連結業績予想 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

20,200 
百万円

  800 
百万円 

    800 
百万円

   550 
今回修正予想（Ｂ） 17,700 300 150  △250 
増減額（Ｂ－Ａ） △2,500 △500 △650 △800 
増減率 △12.4% △62.5% △81.3% - 
（ご参考）前期実績 
平成 20 年 9 月期第 2 四半期 

24,322 1,642 1,614 1,086 

 

(2) 個別業績予想 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

6,300 
百万円

  250 
百万円 

    250 
百万円

   225 
今回修正予想（Ｂ） 6,100 200 150   △170 
増減額（Ｂ－Ａ） △200 △50 △100 △395 
増減率 △3.2% △20.0% △40.0% - 
（ご参考）前期実績 
平成 20 年 9 月期第 2 四半期 

7,057 583 580 362 
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２．平成 21 年 9 月期 通期業績予想の修正（平成 20 年 10 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

(1) 連結業績予想 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

43,000 
百万円

2,900 
百万円 

    2,900 
百万円

   2,400 
今回修正予想（Ｂ） 35,500 900 750   100 
増減額（Ｂ－Ａ） △7,500 △2,000 △2,150 △2,300 
増減率 △17.4% △69.0% △74.1% △95.8% 
（ご参考） 
前期(平成 20 年 9 月期)実績 

49,485 3,247 3,227 2,435 

 

(2) 個別業績予想 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

14,500 
百万円

1,350 
百万円 

    1,350 
百万円

   1,300 
今回修正予想（Ｂ） 12,000 400 350   0 
増減額（Ｂ－Ａ） △2,500 △950 △1,000 △1,300 
増減率 △17.2% △70.4% △74.1% △100.0% 
（ご参考） 
前期(平成 20 年 9 月期)実績 

14,051 1,359 1,403 1,036 

 
修正の理由 

いわゆるサブプライム問題に端を発した世界経済の混乱は、あらゆる産業分野において

急激な景気悪化を招いております。粉体機器関連市場におきましても、このような経済

環境の悪化を受け、設備投資抑制の動きやプロジェクト延期などが散見されるようにな

ってきております。一方、プラスチック薄膜関連事業及び製菓関連事業におきましても、

主力としております米国市場が景気低迷により回復が遅れているほか、他地域におきま

しても限られた案件をめぐっての競争が熾烈を極めております。 
また、期初に設定しておりました為替換算レート（US$=¥100、EURO=¥130）から円

高が進んでおり、邦貨への換算額が目減りしております。なお、期末の設定レートは

US$=¥90、EURO=¥120 に変更しております。 
これらによる経常損益の悪化に加え、以下に記載のとおり繰延税金資産の取り崩しが発

生する見込みとなりました。 
当社グループでは徹底的な経費削減など、業務効率化を進めておりますが、上記のよう

な理由により、前回公表しておりました業績予想の達成が困難であると判断し、連結及

び個別の第 2 四半期累計期間並びに通期の業績予想を下方修正いたします。 
 

３．繰延税金資産の取り崩しについて 
当社は税効果会計に関わる会計基準に則り、繰延税金資産を計上しておりますが、当期

並びに今後の業績動向を考慮し、繰延税金資産の回収可能性につき慎重に検討しました

結果、保守的な観点から、第 1 四半期決算におきまして 216 百万円の取り崩しを行うこ

ととし、同額を個別財務諸表の法人税等に含めて計上いたしました。 

 2



 

 3

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したもの

であり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


